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砂技術解説「機械遺産jエンジンへの旅2
cvcc工ンジンと技術史の周転円
HONDA CVCC Engine an Epicycle in the History of Technology 
はじめに…"'CVCCエンジンとは






























ル界にUをやれば，予燃焼宅は 190911' 3月141 
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1) cf. Daimlcr-Benz A. G. Chwllik M自 cedes-BellZ


















Low Compression Oil Engines. A Survey of Units Employing 
Electric Ignition. AlllOllIohile ElJgilleer. m /1937.瀬川正徳沢 「低
Jt.調i吊i.Il発動機J(r内燃機関fl~V~文献集j 第 1 巻第 4 号， 1937 
年).第 11I:;(J. A French multHuel engine the Brandt-Bagnulo. 








































































































機関JVol. 6 :"Jo. 56 1967年.参照.
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5) cf. C. F. Taylor. The IlIlemal-Comblls/;oll ElIg;lI(' in Theoり•and Prac/;ce. Vo/t川 le1 Combus/;oll. Fuels， Ma/er;als，ρ円 Igl





























CIVIC 1500 GL EC 4 74 x 86. 5 mm 1 488 cc 
ε8. 6 73 PS/5 500 rpm 215 g/PS h/3 500 rpm 
CI¥'lC 1 500 HiDX EC 4 74 x 86. 5 mm 1 488 
CC E 8. 1 65 PS/5 500 rpm 215 g/PS 1/3 000 
rpl11 
CIVIC CVCC ED 1 71 x 86. 5 111 1 488 cc 
ε7.7 63 PS/5 500 rp11 205 g/PS-h/3 000 rpm 
KISSA:¥f L 16 (E) I 83 x 73. 7 mm 1 595 cc 
E9.0 115 PS/6 200 rpm 190 g/PS h/3 600 rpm 
となる.
さらに，これを 1.8eクラスまで拡げれば:
ISUZU G 180 WE 4-84 x 82 111 1 817 cc 













if.¥ftlil ，1也rn動小1IIj，(化器の知織と1.判 Ili毎苛.:.1981lf. 




る来JtjrlIの分野においては， 'I( 1刈の小形軒lA:化 ・
J);(動機の小，'I¥))化が省エネと環境i'l1;:j低減のイロ
ハである. しかし.商品経済社会の下においては
技術的なブレイク・スルーによってかような{~.fl~
的思45・から進脱せんとするバイアスが重))のよう
55 
LEMA NO.524 
73年，シピックに搭載 アメリカの大気汚染防止法"マス
キー法"に陛界で初めてクリア.開発途上だった返 f-装i泣や触
媒を使わず気化器と品。燃焼室ヘッドで対応.
図 13 ホンダcvccエンジン(ホンダ
コレクションホール)
に常に作用しており .商品差別化が追求されるこ
とになる.
やがて，乗用車用ガソリン機関の分野において
56 
もcvccやREAPS(マツダ，パンケル+サーマ
ルリアクタ)の時代は去り， 3)じ触媒と燃焼室1可
りの洗練という地動(太陽中心)説的立脚点が明
確化された.しかるに，爾後もやれリーンパーン
だ，ゃれ筒内l噴射だと一過性新機~i~1の消長が繰り
返されて来た.この泡沫的メカニズムの生成と消
滅，泣い拾てに係わる構|災iはJミ動(地球rl心)説
に立脚しつつ惑足の述行を後付けるため無理矢理
に案出された彩しい数の周転円のシステムを連想
させずにはおかない.;l .号本的に正しい視座からす
れば，それらは必要のない回り道に過ぎなかった.
思うに，ホンダのcvccは自動市用ガソリン
機関における排出ガス対策技術!との輝かしき原点
をなすと同時に，内燃機関技術史における擬似周
転円システム開発競争への号砲としても記憶され
るに足るl吋義性豊かな技術的成来であった.所詮，
この社会においては注目され，かつ，売れる技術
でなければ良き産業技術とは呼ばれないというコ
トワリが忘れられではならないであろう.
